
公共施設経営に関する

取り組み事例

（鳥取市で講演した自治体）

資料３

事例１（浜松市）

民間貸付



事例２（鳥取市）

廃校（小学校）の用途転用

廃校の一部を民間事業者に貸出民間事業者に貸出民間事業者に貸出民間事業者に貸出

統合によって利用しなくなった統合によって利用しなくなった統合によって利用しなくなった統合によって利用しなくなった

小学校の一部を植物工場へ小学校の一部を植物工場へ小学校の一部を植物工場へ小学校の一部を植物工場へ転用転用転用転用

（雇用の創出・地域活性化を図る）

統廃合と民間貸付

事例３（浜松市）



事例４（秦野市）

公民連携による公共施設マネジメント

事例５（秦野市）

学校を中心とした地域コミュニティ拠点



事例６（さいたま市）

学校の活用

稼働率の低い教室の有効活用

事例７（佐倉市）

減 築



事例８（佐倉市）

複合化

事例９ ‐１（佐倉市）

学校プール（授業）の民営化



事例９‐２（佐倉市）

事例９ ‐３（佐倉市）



事例１０（佐倉市）

学校体育館の機能向上

【【【【提案理由提案理由提案理由提案理由】】】】

①本来、バリアフリーの観点からは、あえて段差を作ることなく、

障害者・老人等の区別なく、スムーズにステージに上がれる

構造が最も望ましい。

②ステージ部分は、体育館の中でも比較的大きな面積を占める

ことから、舞台としての用途以外の日常においても有意義に

使える構造とすることが望ましい。

③現在の体育館は、一般開放や地元住民のイベントとしても

使われるケースが多くなってきており、ステージ部分も含めて

多目的・機能的に使える構造が望ましい。（スロープは常設）

④さらには、体育館は、非常時における避難所としての機能を

持つことから、極力フラットな構造として、アリーナとステージ

部分が一体として活用される構造が望ましい。

【【【【効果効果効果効果】】】】

①バリアフリー構造バリアフリー構造バリアフリー構造バリアフリー構造とすることができる。

②生徒にとって、開放的で機能的な空間機能的な空間機能的な空間機能的な空間を提供できる。

③教職員にとっても、使いやすい合理的な構造とする

ことができる。

④ステージとアリーナとの距離、すなわち人と人との

距離を縮めることができる。

⑤防災避難所防災避難所防災避難所防災避難所としての機能性がアップする。

⑥全体工事費を下げることができる。

バリアフリー化（低床型ステージ）・舞台装置見直しバリアフリー化（低床型ステージ）・舞台装置見直しバリアフリー化（低床型ステージ）・舞台装置見直しバリアフリー化（低床型ステージ）・舞台装置見直し 約５００万円約５００万円約５００万円約５００万円の削減の削減の削減の削減

事例１１（佐倉市）

耐震化と合わせた統合（集中化）



事例１２（佐倉市）

保育園改築

（土地交換）

事例１３（さいたま市）

市民協働

（事業化にむけて）

○市民とのワークショップ

・小学校の建替えを機に周辺の公共施設との複合化を検討

・市民協働のモデル事業として市民とのワークショップを開催し事業案を検討


